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　　　　　　　　　　　　　　要旨

　症例は73歳男性。AFP産生胃癌術後に両側肺転移を来たし、二期的に

肺部分切除術を施行した。切除肺のAFP染色が陽性であり、胃癌の肺転

移が証明された。胃癌の肺転移は一般に癌性リンパ管症の形をとり腫

瘤影を認めるものは極めて稀である。また、予後は極めて不良であり、

手術適応については慎重に検討する必要があると考えられた。
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　　　　　はじめに

　胃癌の肺転移は一般に予後不

良であり、また肺転移を病理学的

に証明することは比較的困難で

ある。今回我々は、AFP産生胃癌

の術後に肺腫瘤影を認め、外科的

切除し、病理学的に胃癌の肺転移

であることを証明できた症例を

経験したので文献的な検討を含

めて考察する。

　　　　　　症例

症例：73歳、　男性。

現病歴：1999年10月26日山梨

医大第1外科にて胃癌、大腸癌の

重複癌にて幽門側胃切除術＋D2郭

清、B－1再建術と、上行一横行結

腸部分切除術＋D3郭清施行。

胃T3　NO　HO　PO　CyXMO　stage　II

（Hist．；tub2，se，1y2，v1，no）

大腸抑N（一）POHOM（一）stage　I

（Hist．；皿od．mp，1y1，vO，n（一）　）

胃癌はAFP産生腫瘍であった。そ

の後、第1外科にて経過観察。

2001年5月腹部CT上肝転移疑わ
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平成15年4月1日

れ、6月26日肝S7，　S8部分切除

術施行。病理診断では胃癌の転移

であった。

　この時の胸部CTで両側肺転移

を思わせる所見あり、肝転移はコ

ントロールされており手術目的

に当科紹介となる。

既往歴：特記すぺきことなし。

家族歴：特記すぺきことなし。

理学的所見：身長1158．8cm，体

重：43．7kg。体表リンパ節触知せ

ず。心肺聴診上異常所見なし。

検査所見：血算Hb：1L3g／dlと貧

血を認めた。生化学検査では

AFP：54㎎／皿1と高値を認めた。

呼吸機能：VC：2．521，　XVC：81．8X，

FEV1：2．181，　FEVI％：86．5％と正常

であった。

Stomach（1999／10）　patho：

　田b2peqlyZvlJtO

　　田皿　　　　　　　　　　AFpc十）

　　　　　　図1

臨床経過：1999年10月胃癌の幽

門側胃切除術時の病理ではtub2，

se，1y2，v1，noで、　AFP染色陽性で

あった（図1）。この時の大腸癌

の病理検査ではAFP染色は陰性

であった。

　　　　　　図2

　2001年10月の胸部レントゲン

写真では、矢印の部位に淡い腫瘤

像を認め（図2左）、その時の胸

部CTの肺野条件では右S8，S9に

io×10】皿と8×5mのnodular

lesionを認めた（図2右上）。ま

た左S3に8×8㎜のnodular
lesionを、　S1＋2にはスリガラス

影を認めた（図2右下）。以上よ

り左は肺原発腫瘍も否定できず、

経過観察することにし、右に関し

ては胃癌、または大腸癌の転移が

強く疑われたため2001年10月

15日右下葉肺部分切除術を施行

した。
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　　　　　　図3

右下葉の病理所見：H．E．染色で

は胃癌の組織像と類似しており、

AFP染色を施行したところ陽性で

あった。以上より右の腫瘤影は胃

癌の肺転移であることが証明さ

れた（図3）。

CX’BCTQoonlep

　　　　　　図4

　2002年8月の胸部レントゲン

写真では、矢印の部位に3×4×

4c皿の腫瘤像を認め（図4左、図

4右上）、その時の胸部CTの肺野

条件では前回より認めていた左

S3の腫瘤が3×4cmと増大し、

S1＋2のスリガラス影は縮小した。

（図4右下）。以上よりS3は転移

性肺腫瘍を、左S1＋2の腫瘤は炎

症が強く疑われた。この時点で全

身状態良好、原発巣はコントロー

ルされ、他部位に転移を認めてい

ないため2002年8月30日左上葉

肺部分切除術を施行した。

H器
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図5

左上葉の病理所見：H．E．染色で

は前回同様に胃癌の組織像と類

似しており、AFP染色を施行した

ところ陽性であった。さらに、大

腸癌を否定するためにCK7の染

色を施行したところ陽性であっ

た。CK7は大腸組織では染まらな

いため大腸癌の転移は否定でき

た。以上より、左の腫瘤影も胃癌

の肺転移であることが証明され

た（図5）。

AFP，CEAの経過：胃癌および大腸

癌の手術のときはAFP，CEAとも
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に上昇はしていなかったが、2001

年5月の肝転移および肺転移発

見時は両者とも上昇していた。切

除後は減少し、さらに2002年8

月左肺腫瘍増大時には
AFP：950ng／皿1，　CEA：17ng／m1まで

上昇した。これも肺切除後減少し

てきている（表1）。

　患者は現在、外来にて経過観察

中である。

　　　　CEA　AFPの変化
AFP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CEA
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　　　　　　考察

　転移性肺腫瘍はThomford1）によ

って外科治療が施行されるよう

になって、その原則に従って積極

的に切除されるようになった。そ

の5年生存率は約37．7％と切除す

ることにより、生命予後が延びる

と考えられている。しかし、胃癌

に関しては、肺転移をきたす形式

として癌性リンパ管症の形をと

ることが多く、結節影を認めるこ

とは稀で、外科治療の対象となら

ないことが多い。剖検によると胃

癌の肺転移率は22．4％～52．3％と

多いが2）・3）、実際の臨床では

KanemitSuら4）によれば、結節影

を認めるものに関しては0．1％と

極めて少なく、さらに胃癌の肺転

移巣切除後は全例再発し、肺切除

後平均24．3ヶ月で死亡したと報

告している。また田村ら5）も胃癌

の肺転移巣切除後、全例再発死亡

し、肺切除後死亡までの平均観察

期間は13。8ヶ月といずれも予後

不良と報告されている。

　さらに、AFP産生胃癌で肝転移

を伴うものの予後は極めて不良

であり、数ヶ月と報告している論

文も散見される6）。

　我々の症例は肺切除後AFP，CEA

の明らかな減少を認め、患者の

Perfomance　Statusも良いこと

から二度の肺転移巣に対して手

術を行い、初回から14ヶ月、2

回目から4ヶ月経過しているが、

一般には胃癌の肺転移症例は前
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述のように極めて予後不良であ

り、たとえThomfordの基準1）を満

たしていても手術適応があるか

どうか十分検討する必要がある

と思われた。

　　　　　まとめ

1．胃癌と大腸癌の重複癌術後に、

転移性肺腫瘍の手術を2回にわ

たり施行した。病理標本の免疫染

色でAFP陽性、　CK7陽性であるこ

とから、胃癌の両側肺転移を証明

できた。

2．胃癌の孤立性肺転移症例は極

めて稀であるが、予後も不良であ

り、手術適応を慎重に検討する必

要があると思われた。
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